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【研究プロジェクト名および概要】 
 
I 糖尿病成因関連のプロジェクト 

1. インスリン遺伝子の発現機序およびインスリン分泌機構の解析 1 
2. IRS-1 を中心としたインスリンシグナル伝達経路の解析とシグナル伝達分子発現調節機序 1 
3. 膵 β 細胞における分化、増殖、再生機構と小胞体ストレスの関与 2 
4. インスリン作用, インスリン合成における Rho-kinase、ヒストン脱アセチル化酵素の関与 1 
5. 熱ショック蛋白発現によるインスリン抵抗性改善、膵 β 細胞保護作用の分子機序の解明 
6. cPLA2 制御によるインスリン抵抗性改善作用とその分子機序の解明 
7. CREB 転写共役因子 CRTC の脂肪細胞分化・肥大化における役割の解析 
8. tRNA 修飾異常に起因した 2 型糖尿病のコンパニオン診断薬開発を目指した臨床研究 3 
9. 新規同定 miRNA の糖尿病診療への応用 
10. 2 型糖尿病における褐色脂肪組織再生機序の解明と新規治療法開発 
11. 褐色脂肪組織インスリンシグナル標的分子 FoxK1/2 の機能の研究 

12. Apo A-I 模倣ペプチドによる糖代謝改善効果とその分子機序の解明 4 
13. インスリン抵抗性及びインスリン分泌低下におけるマクロファージ増殖の臨床的意義 
14. 鉱質コルチコイド受容体を介した膵島細胞の慢性炎症と GLP-1 分泌調節機序の解明 
15. 膵 α 細胞における HSP72 によるグルカゴン分泌調節機構の解明 
16. リジン脱メチル化酵素 LSD1 による環境応答性エピゲノムを介した骨格筋線維型可塑性と体質形成における役割 6 
17. 慢性低酸素環境下の膵 β 細胞における PFD3 の機能解析 7 
18. 中枢神経を介した糖代謝調節機構の解析 8 
19. インスリンシグナルのフィードバック制御分子α4 の同定と分子機序の解明 

II 糖尿病合併症関連のプロジェクト 
1. ミトコンドリア由来活性酸素の糖尿病細小合併症発症における意義 
2. ミトコンドリア由来活性酸素の糖尿病大合併症発症における意義 
3. 低血糖による糖尿病網膜症増悪におけるミトコンドリア由来活性酸素種の寄与解析 

4. 2 型糖尿病における生体メイラード反応後期生成物含有量測定の臨床的有用性に関する研究 5 

5. マクロファージ増殖抑制を介した GPR43 による糖尿病心筋症発症抑制の検討 

III 内分泌疾患関連のプロジェクト 
1. 各種ホルモンの分泌特性、作用特性と病態機序の解析 
2. 機能性下垂体腫瘍のホルモン分泌動態と他臓器に与える影響 
3. 内分泌・代謝疾患における遺伝子解析 
4. 甲状腺ホルモン受容体遺伝子変異と甲状腺癌発症の関連 
5. 原発性アルドステロン症の診断精度向上と新規スクリーニング法の確立 
6. 副腎偶発種の新規クリニカルパス開発 
7. 各種内分泌機能低下症に対するホルモン補充療法の改良 
8. 膵内分泌腫瘍に対するオクトレオチド有効性の分子生物学的判定 
9. 内分泌疾患における二次性耐糖能異常の病態の解析 
10. アルドステロン過剰状態における炎症性サイトカイン発現と臓器障害の検討 

IV 動脈硬化症関連のプロジェクト 
1. マクロファージ増殖における細胞内情報伝達機構の解明とその制御による新規治療法の確立 
2. 大動脈硬化病変における PPARγ 発現機構の解明 
3. cPLA2 制御による抗動脈硬化作用の解明 
4. AMPK 活性化による抗動脈硬化作用の解明 
5. SGLT2 阻害薬による糖尿病大血管合併症進展抑制効果の解析 
6. DPP-4 発現阻害による糖尿病大血管合併症進展抑制効果の解析 
7. 2 型糖尿病におけるコレステロール吸収阻害薬 ezetimibe の効果 
8. 糖尿病における血中単球数と頸動脈内中膜肥厚度との関連 



9. コレステロール合成・吸収マーカー値の疾患別相違性に関する研究 

10. 2 型糖尿病におけるレムナントリポ蛋白コレステロール測定の臨床的有用性に関する研究 
11. 運動による骨格筋高比重リポ蛋白（HDL）産生システムの発動とその作用解明 3 
12. 胆汁酸トランスポーターを介した糖代謝・脂質代謝制御機構の解明と治療への応用 

V 肥満症関連のプロジェクト 
1. 肥満、メタボリックシンドロームによる NAFLD 及び肝疾患関連肝癌発症におけるマクロファージ増殖の意義 

2. 温熱・電流同時印加療法(MET)による内臓脂肪減少効果の解析 

VI 糖尿病および生活習慣病啓発・対策事業 

1. 摂取エネルギー・塩分の気にならない外食メニュー、『ブルーサークルメニュー』の開発・普及事業 
2. 「平成 28 年熊本地震」における糖尿病患者の血糖コントロールとその変動規定因子の検討 

 (1： 熊本大学大学院生命科学研究部臨床医学教育研究センター 古川昇准教授との共同研究) 
(2: 東京工業大学生命理工学部大学院生命理工学研究科 粂昭苑教授との共同研究) 
(3: 熊本大学大学院生命科学研究部分子生理学講座 富澤一仁教授との共同研究) 
(4: 福岡大学スポーツ科学部スポーツ科学科 上原吉就教授との共同研究) 
(5: 東海大学農学部バイオサイエンス学科 永井竜児教授との共同研究)  
(6: 熊本大学発生医学研究所細胞医学講座 中尾光善教授との共同研究)  
(7: 熊本大学大学院生命科学研究部病態生化学講座 山縣和也教授との共同研究) 
(8: 熊本大学大学院生命科学研究部中枢性代謝制御学講座 戸田知得准教授との共同研究) 
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【特殊技術・特殊装置】  
1. 人工膵島を用いたインスリン抵抗性の評価 
2. 人工膵島を用いた術中血糖コントロール 
3. 肝における糖取り込み測定 
4. 携帯型人工膵島 
5. マウスにおけるグルコースクランプ法による糖代謝の評価 
6. 甲状腺エコーおよび生検 
7. 頸動脈エコーによる動脈硬化進展度の評価 
8. リアルタイム RT-PCR 法による mRNA 発現量定量 
9. 組織切片の免疫組織学的検討 
10. 内分泌・代謝疾患の遺伝子診断 
11. 持続血糖モニタリングシステムを用いた糖代謝能の評価 
12. 指尖部 AGE センサを用いた糖尿病大小血管合併症の評価 
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